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長引くコロナ禍で企業も個人も我慢が強いられる時間が続
いている。先の見通せない将来に対して、働き方や暮らし方そ
のものに大きな影響が出ており、それは人々の意識や考え方に
も変化を与えている。その意識変化の中でも大きいのは、個人
が社会との関係性を考えざるを得なくなっていることであろう。
コロナ禍の初期にマスクが店頭から消え、多くの方がマスクを
求めて右往左往したことは記憶に新しい。自分一人良くても、
社会が健康でなければ良い暮らしはできない。個人が、そして
企業が、社会とのつながりを否が応でも強く考えざる得ない状
況が続いている。SDGs、ESGなどのサステナビリティの動き
が加速し、もはや利益確保だけを考える企業は時代遅れである
とみなされるトレンドはコロナ禍においてさらに進むだろう。
リケンテクノス社は、昨年からサステナビリティレポートを発
行しSDGsに沿った活動開示に挑戦し、さらに今年から「Blue 
Challenge（ブルーチャレンジ）」と銘打った新しい社内外への
情報開示を始めた。Blue Challenge（ブルーチャレンジ）は
同社が3ヵ年中期経営計画の中でサステナブルな社会づくりに
コミットしていく、具体的な施策の一環として位置づけられる積
極的な取り組みである。今回のレポートの特集にある、感染症
対策製品「リケガード」は同社の絶え間ない、地道な開発姿勢が
作り出した、会心のヒット作ではないだろうか。時宜を得た発売
は同社の真摯な開発への思いが結実したもので、トップメッ
セージで常盤社長が「本質的な価値提供を行うことがわが社の
使命」と言われた、その企業姿勢の表れであり、高く評価すべき

と考える。
さて、昨年わたしは本稿において、同社に三つの課題を申し
述べた。ひとつは社内浸透に取り組んでほしい、という点。この
点は、今年からBlue Challenge（ブルーチャレンジ）として同
社の活動を一つのコンセプトと位置づけ開始したことが進捗で
ある。今後もこの「Blue Challenge（ブルーチャレンジ）」の傘
の元さまざまなサステナビリティの活動発信に挑戦いただきた
い。そして、社内外にその成果を開示することで、さらにその取
り組みの意義や成果に社員が触れる機会が増えるだろう。最終
的には「Blue Challenge（ブルーチャレンジ）」と言えばリケン
テクノスと結びつくブランドに育てていただきたい。
二つ目の課題はサステナビリティの将来像を明示して、そこ

に至るKPI（定量的な目標値）を設定してほしいという点。この
点は本報告書の中には書かれていないが、社内で事業部門ごと
にKPIを設定してその目標管理を進めて、一歩一歩実績を積ん
でいると伺っている。KPIを将来的にはBlue Challenge（ブ
ルーチャレンジ）に開示いただき、広くステークホルダーにコ
ミットしていける段階に進んでいただきたい。
最後の「価値創造ストーリー」については、今回の報告書では

取り組みが見られなかった。価値創造ストーリーは、投資家が
もっとも重視する情報であり、自社の強みやビジネスモデルを
アピールする絶好のチャンスでもある。リケガードという成果
が出た今こそ、価値創造ストーリーを策定する好機ではないか
と考える。
最後にひとつご提案したい。役員がサステナビリティを勉強

する機会を作ってはいかがだろうか。最近は他社でも役員層で
のサステナビリティの勉強会が活発に開かれている。SDGs
やESGが経営の中枢の課題に入ってきていることが背景にあ
ると考える。リケンテクノスがBlue Challenge（ブルーチャレ
ンジ）を社会のため、と同時に、企業価値向上に同時に結び付け
ていく、そういう挑戦につなげる一年にしたい。

ご指摘いただいたサステナビリティに関するKPI目標の開示につ
いては、コロナ禍において目標達成が難しい面もあり慎重に検討して
まいります。また、「価値創造ストーリー」の策定については、今後前向

リケンテクノス株式会社 代表取締役 社長執行役員　常盤 和明
きに取り組んでまいります。そして、今年始動したBlue Challenge
（ブルーチャレンジ）の波を様々なところへ波及させるため、グローバ
ルに活動を強化してまいります。

本報告書より報告書名を「Blue Challenge（ブルーチャレンジ）レポート」とし、リケンテクノスグループの挑戦をなるべく
わかりやすくお伝えできるように編集いたしました。
本報告書を通じてリケンテクノスグループの取り組みをご理解いただくとともに、本報告書への率直かつ忌憚のないご意見
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私たちは科学の力で

豊かさ、安心、快適を創り出す
チャレンジメーカーです
独創的で卓越した

樹脂素材の配合加工技術で
企業と人と社会に

新たな価値と喜びを提供し続けます
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through our original and superior formulations
and manufacturing technologies of multiple resins.
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